
上原聡司 助教 (電磁機能流動研究分野)が 

「2015年度 日本混相流学会 萌芽賞」を受賞 (2016年 8月 9日) 

 

東北大学流体科学研究所 電磁機能流動研究分野の上原聡司 助教(電磁機能流動研究分野)が「2015 年

度 日本混相流学会萌芽賞」を受賞いたしました． 

 

受賞題目は，「電磁場下にある磁性流体スパイクの放電および流動特性解析」です．本研究では，磁場

下においてスパイクを形成した磁性流体に交流電場を印加し，スパイク先端を電極としてコロナ放電を

発生するプラズマ生成法を開発するとともに、その放電および液糸・液滴射出を流体力学的応答性によ

り制御できることを世界で初めて明らかにしました．本研究成果には，独創性、新規性が認められると

ともに，電磁場を用いた新たな微粒化技術や空気浄化技術等技術的および学術的に今後の発展が大いに

期待されます． 
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